
農
家
と
出
し
手
農
家
と
の
調

整
を
進
め
る
「
農
地
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
新
た
に
配
置

し
ま
し
た
。
本
町
の
出
身
者

で
あ
る
農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
連
携
を
密
に
し
て
、

規
模
拡
大
を
希
望
す
る
担
い

手
農
家
に
農
地
が
集
積
さ
れ

る
よ
う
に
進
め
る
考
え
で
す
。

　

借
り
手
が
無
く
、
す
ぐ
に

集
積
が
難
し
い
農
地
は
、
菜

種
の
作
付
け
な
ど
を
推
進
し

て
、
遊
休
農
地
の
発
生
に
な

ら
な
い
よ
う
貸
借
の
調
整
を

図
り
ま
す
。

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

６

問

答

遊休農地の活用どう進める

農地コーディネーターと連携強化
山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
　
　

農
業
振
興
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
解
消
の
取
組
み

実
績
は
。

　
　
　

平
成
25
年
度
末
の

遊
休
農
地
面
積
は
約
47
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
町
の
農
地
面
積

（
４
２
８
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に

占
め
る
割
合
は
１・１
％
で
す
。

　

約
20
年
前
に
全
農
家
を
対

象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
耕

作
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地

が
１
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

12
年
度
に
「
農
地
利
用
集
積

促
進
員
」
１
名
を
配
置
し
、

農
地
の
出
し
手
農
家
と
受
け

手
農
家
と
の
調
整
を
行
っ
て

担
い
手
農
家
へ
の
貸
し
付
け

を
進
め
る
な
ど
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
や
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
県
の
認

可
を
受
け
て
、
農
地
取
得
後

の
経
営
面
積
「
50
ア
ー
ル
以

上
」
で
あ
っ
た
要
件
を
「
10

ア
ー
ル
以
上
」
に
緩
和
し
、

新
規
就
農
者
な
ど
が
農
地
を

取
得
し
や
す
い
環
境
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
循

環
型
農
業
の
推
進
、
集
落
の

景
観
維
持
な
ど
を
目
的
に
、

遊
休
農
地
へ
菜
種
の
作
付
け

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
用
済
み
の
菜
種
油
を
含
む

食
用
廃
油
の
回
収
を
行
い
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

し
て
再
利
用
す
る
取
り
組
み

を
試
験
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
遊
休
農
地
の
解

消
対
策
と
併
せ
た
資
源
循
環

型
の
農
業
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
　
　

遊
休
農
地
を
活
用
し

た
農
業
振
興
策
は
。

　
　
　

国
で
は
、
担
い
手
な

ど
へ
農
地
の
集
約
を
進
め
る

農
地
中
間
管
理
事
業
を
創
設

し
、
農
地
集
積
の
調
整
機
関

の
役
割
を
担
う
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
が
、
新
た
に
岩

手
県
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は

事
業
を
円
滑
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
農
地
の
受
け
手

遊休農地への作付けを推進している菜種（土谷川）

一般質問　12月５日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　

こ
れ
ま
で
59
歳
に
達

す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
勧
奨
退
職
の

書
面
を
本
人
に
直
接
交
付
し
、

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、

国
は
緊
縮
財
政
や
三
位
一
体

改
革
な
ど
の
断
行
か
ら
地
方

交
付
税
の
大
幅
減
額
を
続
け
、

一
方
、
町
で
は
市
町
村
合
併

へ
の
対
応
で
「
当
面
自
立
」

の
方
向
性
か
ら
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
の
再
構
築
に
迫

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
大

幅
な
歳
出
削
減
が
求
め
ら
れ
、

当
時
策
定
し
た
行
政
改
革
大

綱
に
よ
り
職
員
数
と
人
件
費

の
削
減
策
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
55

歳
以
上
の
職
員
（
26
年
度
）

が
22
％
を
占
め
る
、
人
事
管

理
上
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、

平
成
27
年
度
か
ら
「
60
歳
定

年
退
職
」
に
移
行
し
ま
す
。

問

答

地方交付税の見通しは

大幅な減額は見込まれない
　
　
　

向
こ
う
３
年
間
の
地

方
交
付
税
の
見
通
し
や
自
主

財
源
の
確
保
対
策
、
主
要
基

金
へ
の
積
立
て
な
ど
町
財
政

運
営
状
況
と
27
年
度
主
要
新

規
事
業
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

国
で
は
「
地
方
の
創

生
」
と
「
人
口
減
少
対
策
」

を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

地
方
財
政
措
置
を
手
厚
く
検

討
す
る
考
え
か
ら
、
当
面
、

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
額

は
見
込
ま
れ
な
い
と
推
測
し

ま
す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
と
な
る

町
税
は
、
町
幹
部
職
員
で
構

成
す
る
特
別
徴
収
対
策
本
部

や
県
滞
納
整
理
機
構
と
の
連

携
か
ら
徴
収
率
が
向
上
し
、

引
き
続
き
貴
重
な
税
収
確
保

に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
や
「
ふ
る
さ

と
基
金
」
制
度
の
周
知
を
図

り
、
地
域
振
興
施
策
の
財
源

づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

　

全
基
金
の
積
立
て
は
、
25

年
度
末
に
44
億
３
４
０
０
万

円
と
な
り
、
10
年
前
と
比
較

し
、
約
７
倍
に
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
行
財
政
改
革
に
よ

る
人
件
費
、
公
債
費
の
縮
減

な
ど
投
資
的
経
費
の
抑
制
に

よ
る
も
の
で
す
。
主
要
基
金

は
、
町
が
直
面
す
る
諸
課
題

解
決
に
向
け
必
要
な
も
の
で
、

今
後
、
人
口
減
少
施
策
や
公

共
施
設
老
朽
化
対
策
の
有
効

財
源
と
な
り
、
一
定
の
残
額

の
確
保
に
努
力
し
ま
す
。

　

27
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
総
額
55
億
円
規
模
を

想
定
し
、
今
年
度
予
算
52
億

円
を
上
回
り
ま
す
。
新
規
事

業
で
は
、
新
政
権
の
動
向
な

ど
も
踏
ま
え
て
「
地
方
の
創

生
」、「
人
口
減
少
対
策
」
な

27年度予算の編成作業を行う町職員

答

問

平
成
27
年
度
か
ら

移
行
す
る
考
え

60
歳
定
年
制
の

移
行
時
期
は

一般質問

７

ど
に
対
応
し
た
施
策
に
重
点

を
置
き
ま
す
。
町
政
60
周
年

記
念
事
業
や
「
新
葛
巻
型
酪

農
構
想
」
な
ど
、
未
来
へ
つ

な
ぐ
事
業
施
策
を
盛
り
込
む

考
え
で
す
。

　
　
　

畜
産
、
園
芸
農
家
の

後
継
者
の
育
成
状
況
は
。

　
　
　

後
継
者
が
希
望
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
を
構
築
す
る
た
め
に

様
々
な
支
援
や
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
農
家

戸
数
、
生
産
量
と
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

園
芸
農
家
や
酪
農
以
外
の

畜
産
農
家
に
対
し
て
、
国
や

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
効
率
的
な
経
営
と

担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

職
員
の
「
59
歳
勧
奨

一
斉
退
職
」
問
題
に
つ
い

て
、
無
年
金
、
無
収
入
期
間

が
生
ず
る
こ
と
か
ら
、
早
期

に
「
60
歳
定
年
制
」
に
移
行

す
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
再
三

に
わ
た
り
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
い
つ
か
ら
移
行
実
施
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。
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議
員

議
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議
員
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長

町
長

町
長



８９

問

答

酪農経営の支援策は

補助事業の活用で経営体質を強化
山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

一般質問

　
　
　

安
心
し
て
児
童
を
預

け
ら
れ
る
環
境
の
一
つ
と
し

て
、
病
児
保
育
施
設
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
社
会
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
検
討
す
る
考

え
で
す
。

　

預
か
り
保
育
の
受
け
入
れ

時
間
の
前
倒
し
は
、
各
園
と

も
保
護
者
な
ど
か
ら
の
要
望

は
無
い
状
況
で
す
が
、今
後
、

望
ま
し
い
子
育
て
支
援
の
あ

り
方
を
考
え
ま
す
。

　

各
園
の
施
設
の
状
況
は
、

五
日
市
保
育
園
の
築
45
年
が

最
も
古
く
、
他
の
保
育
園
も

築
30
年
以
上
を
経
過
し
て
い

る
た
め
、
施
設
の
延
命
化
対

策
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
多

　
　
　

昨
年
９
月
に
実
施
し

た
酪
農
家
意
向
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
た
、
酪
農
の
支
援

策
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

こ
の
10
年
間
で
、
生

乳
生
産
量
16
・
４
％
、
経
産

牛
頭
数
15
・
６
％
、
搾
乳
農

家
数
32
％
（
72
戸
）
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
解

決
策
を
検
討
す
る
た
め
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、「
新
葛
巻
型
酪
農
構

想
」
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
を
取
り
ま
と
め

る
た
め
の
判
断
材
料
と
す
る

た
め
に
全
酪
農
家
を
対
象

に
意
向
調
査
を
行
い
、
回
答

率
は
90
・
５
％
で
し
た
。
調

査
の
結
果
、
後
継
者
や
労
働

力
不
足
、
生
産
資
材
の
高
騰
、

乳
価
の
低
迷
な
ど
の
様
々
な

問
題
が
分
か
り
ま
し
た
。
一

方
で
は
、
ゆ
と
り
あ
る
酪

農
経
営
を
望
む
回
答
が
多
く
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ

る
農
作
業
外
部
化
組
織
へ
の

関
心
が
高
い
結
果
で
し
た
。

　

意
向
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、「
新
葛
巻
型
酪
農

構
想
」
で
支
援
策
な
ど
含

め
た
今
後
の
方
向
性
を
盛
り

込
む
予
定
で
す
。
地
域
の
経

営
規
模
拡
大
と
高
品
質
生
乳

生
産
な
ど
の
モ
デ
ル
と
な
る

「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
牧
場
」
の

創
設
や
農
作
業
外
部
化
組
織

の
育
成
な
ど
を
中
心
に
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
を
基
本
に
し
、

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
経
営
体
質
の

強
い
酪
農
家
の
育
成
を
図
り
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

の
維
持
や
拡
大
に
つ
な
げ
る

考
え
で
す
。

細
断
し
た
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を

梱
包
す
る
機
械
作
業
の
様
子

答

答

問

問

総
合
的
な
視
点
で

支
援
内
容
を
検
討

現
有
公
共
施
設
で
の

利
活
用
な
ど
の
考
え

保
育
ニ
ー
ズ
の

充
実
の
考
え
は

町
郷
土
資
料
館

整
備
の
考
え
は

　
　
　

病
児
保
育
、
園
児
の

預
か
り
時
間
の
見
直
し
や
、

老
朽
化
し
た
保
育
園
の
改
修

計
画
は
。

　
　
　

町
の
郷
土
資
料
を
展

示
す
る
施
設
整
備
の
考
え
は
。

目
的
利
用
が
可
能
な
複
合
施

設
化
な
ど
様
々
な
選
択
肢
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な

視
点
で
検
討
を
進
め
ま
す
。
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現
在
、
葛
巻
小
学
校

の
空
き
教
室
と
旧
小
田
小
学

校
に
郷
土
資
料
を
展
示
し
、

適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

民
俗
資
料
は
、
町
の
歴
史

や
産
業
を
物
語
る
貴
重
な
文

化
遺
産
で
あ
り
、
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
適
切
な
保
存

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
新

た
な
施
設
整
備
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

　

今
後
、
町
の
公
共
施
設
な

ど
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
く

た
め
、
総
合
的
な
視
点
で
整

備
を
検
討
す
る
考
え
で
す
。

【
質
問
者
】

　
　
　

辰
柳　

敬
一 

議
員

　
　

人
口
減
少
が
進
む
中
、

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

今
後
の
防
災
対
策
の
考
え
は
。

　
　

東
日
本
大
震
災
は
世
界

を
揺
る
が
し
た
災
害
で
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

で
大
量
の
放
射
能
を
放
出
す

る
事
態
が
起
き
ま
し
た
。

　

私
が
復
興
大
臣
の
時
に

思
っ
た
こ
と
は
、
住
宅
の
建

設
や
街
並
み
の
建
設
と
併
せ

て
、
何
と
言
っ
て
も
生な

り

業わ
い

の

復
活
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
被
災
地
の
復

興
に
は
、
内
陸
と
の
連
携
を

今
ま
で
以
上
に
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
災
害
が

あ
っ
た
場
合
に
、
市
町
村
が

連
携
し
て
互
い
に
助
け
合
う

仕
組
み
を
、
も
っ
と
強
固
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
町
村
の
人
口

が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
減
る

と
い
う
前
提
で
、
地
域
の
活

性
化
を
ど
う
や
っ
て
い
く

か
、
地
域
の
絆
を
ど
う
や
っ

て
つ
か
ん
で
い
く
か
、
そ
う

い
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
や
っ
て
い
く
考
え
方
で

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
国
で
は
、

地
域
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
の
条
件
づ
く
り
や
、

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て

い
ま
す
。

【
質
問
者
】

　
　
　

姉
帯　

春
治 

議
員

　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
山
村
地
域
に
お
け

る
農
林
業
の
活
性
化
対
策
の

考
え
は
。

　
　

昨
年
７
月
に
県
議
会
の

農
林
水
産
常
任
委
員
会
で
、

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
や
葛
巻

町
森
林
組
合
の
取
り
組
み
を

調
査
し
ま
し
た
。
県
内
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
地
域
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
産
業
と
し

て
振
興
し
て
い
く
こ
と
や
、

地
域
が
持
っ
て
い
る
資
源
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
酪
農
経
営
を
考
え

た
場
合
に
、
個
人
の
規
模
拡

大
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
法
人
や
組
織

で
行
う
方
法
や
、
個
々
の
経

営
を
組
み
立
て
直
す
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域

に
あ
る
資
源
を
う
ま
く
活
用

し
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
向

け
て
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
強
く
思
い

ま
す
。

問

問

答

答

平
野
参
考
人
に
質
問

平
野
参
考
人
に
質
問

工
藤
参
考
人
に
質
問

工
藤
参
考
人
に
質
問

人
口
減
少
が
進
行

人
口
減
少
が
進
行

今
後
の
防
災
対
策
は

今
後
の
防
災
対
策
は

山
村
地
域
に
お
け
る

山
村
地
域
に
お
け
る

農
林
業
活
性
化
策
は

農
林
業
活
性
化
策
は

平野参議院議員

工藤県議会議員

　より身近な議会を目指し、
多くの皆さんの声を聴く機会
として、今後も参考人制度を
活用していきます。

参参  

考考  

人人

参
議
院
議
員

　

平
野　

達
男 

氏

岩
手
県
議
会
議
員

　

工
藤　

勝
博 

氏

※
参
考
人
制
度

　

地
方
公
共
団
体
の
事

務
に
関
す
る
調
査
な
ど
、

利
害
関
係
者
や
学
識
経

験
者
の
出
席
を
求
め
て

意
見
を
聴
い
て
参
考
に

し
、
議
会
審
議
の
充
実

を
図
る
た
め
の
制
度
。

本会議本会議でで参考人参考人にに聴く聴く
　

12
月
定
例
会
議
で
※
参
考
人
制

度
を
活
用
し
て
２
人
の
参
考
人
を

招
き
、
今
後
の
町
づ
く
り
な
ど
の

参
考
に
す
る
た
め
、
２
議
員
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。 議

員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長


